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教職を目指す学生の ｢算数 ･数学教育｣に関する意識調査
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ゆとり教育の中で ｢生きる力｣を育成する算数 ･数学教育では､従前の指導内容が30%縮減され
た｡これを契機に､算数 ･数学教育では､数学離れを危倶する声が高まり､第数 ･数学に幽する学
力低下もIEA調査報告､PISA調査報告､教育課程実施状況調査報告がなされるたびに､学力低下
論議が今もって過熱化している｡算数 ･数学の学力低下の要因は､学習指導要領の縮減等､昇数 ･
数学教育のカリキュラムだけではない｡算数 ･数学を学ぶ子ども､算数 ･数学教育を担当する教員
の腎質 .能力も主要な要因である.本論では､未来の第数 ･数学教育を担当する学生の算数 ･数学
教育に関する意職調充をした結果を考察したいo教職員益威容言並会 (1999)では､養成段階か
ら支障なく許数 ･数学の学習指串ができる実践的指導力の基礎が求められているO教職を目指す学
生が算数 ･数学教育に関してどのような恵識を持っているかで､算数教育の実技的指導力の基礎の
形成で何を重視して教師教育をすべきかが明らかになると考える
KEY Wards:詐数の学力､算数 ･数学教育､教育実践的指導力の基礎､袈成段階
1 学生の意識調査の目的
子どもの罪倣 ･数学教育の学力低下貫,a議が過
熱化している｡算数 ･数学の学力低下論議が起
こったのは､学習指導要領が30%節減されたの
が契機である｡子どもたちの井数 ･教学の学力
低下が起きている様相は､2003年実施の IEA
調査報告､PISA報告では､2000年実施と比べ
て良好とはいえない状況にある｡
図 1 IEA調査報告
1995年 1999年 2003年
罪数の成紐 3位 3位
数学の成措 5位 5位
図2 PISA調査報告
2000年 203年
算数･数学の学力低下をこの2つの調査報告
だけで論議するのも疑問であるが､学習指導要
領における算数･数学の指導内容が30%縮減さ
れたことをもって学力低下が起こったとするの
も疑問である｡東京大学の佐藤 学氏-)が､｢子
どもの学力低下ではなく､カリキュラムの低下
だJと主張しているのも､一理あると思われる｡
詐欺 ･数学の学力低下論議は､算数 ･数学科の
カリキュラムも要因に加えてよいが､学習者で
ある子ども及び算数 ･数学を教える教師の指導
力も主要な要因である｡罪数 ･数学を担当する
教員が指導力不足であれば､その教師から指導
を受ける子どもの第数 ･数学の学力は､向上す
ることは難しいと思われる｡算数 ･数学を担当
する教員の指導力を､何を持って評価するのか､
今現在､一般化された尺度は構築されていない｡
学級崩壊が生じて学級経営ができない教員等が､
一般的に指導力不足の教員と言われているが､
一教科の指導力を持って､指導力不足の教員で
あると言うことは､聞いたことがないDしかし
ながら､算数･数学が-教科であっても､算数 ･
数学の指導力のある教員が学習指導する場合と
指導力が不足している教.Rが学習指範する場合
とでは､子どもの弊政 ･数学の学力形成に違い
が生じることは容易に推測できるo
そこで､教職を希望する学生の許数 ･数学の
指導力の基盤をなす算数 ･数学教育に関する音
枯調査をする｡その日的は､算数 ･数学教育の
基盤をなす ｢欝数･数学の指導内容｣の重要度､
｢算数的活動･数学的活軌 の重視度等の第数･
数学の授業の在り方､｢罪数･数学の指導上の系
統性｣の重視度等に関する教職希望学生のgi
*1･1'2岡山大学教育学部
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要度の音瓢を調査し､教職希望学生の許数 ･数
字の実践的指導力の資質 ･能力を考奏 したい0
2 調査方法
(1)対象学生
調査対象とする教職希望学生としては､10月
以降附属小学校で教育実習を屈修する岡山大
学教育学部単段教育教員遵成課程､小学校教育
専攻コース3年次生とした｡
第 1の根拠は､3年次教育実習の直前の学生
は､初めて教壇授業に臨むことになり､教科指
導の菜践的指輯力が問われ､モチベーションも
高いので､教科指導-の関心も高いと考えたこ
とにある｡
第2の根拠は､小学校教育専攻コースの学生
は全教科を基本的には担当し､全教科指導にお
ける芥敬 ･数学科の教科指市に対して､どんな
興味 ･関心や意識を持っているのかを知りたい
と考えたことである｡
(2)調査方法
教職希望学生の算数 ･数学教育にr'1-1する意 粍
調査は､質問紙によるアンケー ト調査とした｡
質問紙は､国立教育政滞研究所が実施したアン
ケー ト調査項目を一部引用 した｡
(3)調査時期
3年次教育実習を直前の平成 17年 7月第4
過 (5セメスターの最終時期)に調査 した｡
3 調査内容
(1) 4のカテゴリー
教職希望学生の ｢算数 ･数′;-I:教育｣に閑する
意孤調査の内容としては､次の4つのカテゴリ
ーを考えた｡
図3 ｢算数 ･数学教育｣に関する意識調査の
4つのカテゴリー
カテゴリー 1:算数 ･数学-の関心 ･意欲
カテゴリー 2:算数 ･数学の能力や技能の重
視度
カテゴリー 3:第数 ･数学の学び方や教え方
の重視度
カテゴリー 4二第数 ･数学担当者の実践的な
指輯力についてのキャリア
アップの方策の重視度
(2) カテゴリー の細目化
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教職希望学生の ｢分数 ･数学教育｣に関す
る唐織調査の細目は､図3に示 した4のカテ
ゴリー に基づいて整理 した｡
カテゴリ-1｢算数 ,数学-の関心 ･意欲｣
細目は､例えば次のものである｡
･数学の勉強は楽しい
･数学を勉強すると､日常生活に役に立
つ
･他教科を勉強するためには数学は必要
である
･希望する職業に就くため数学でよい成
紋を取る必要がある｡
カテゴリ-2 ｢算数 ･数学の能力や技能の
歪視度｣に関する細目は､例えば､次のよう
な項目である｡
･計算すること
･式､表､グラフ､図からその意味をよ
むこと
･実験や観測から得られたデータに基づ
いて予測すること
･およその数やおよその形で考えること
カテゴリー 3 ｢算数 ･数学の学び方や教え
方の重視度｣に関する細目は､例えば次のよ
うな項目である｡
･習熟の程度に応 じてクラス編成 して授
業すること
･多様な考え方やつまずきを生かして授
業すること
･作業的 ･体験的な学習活動を取り入れ
て授業すること
･いろいろな考え方を発表 したり､話し
合ったりする授業をすること
カテゴリー 4 ｢算数 ･数学担当者の実践的
指導力についてのキャリアアップの方策の毘
祝度｣に関する細E]は､例えば次のような項
目である｡
･授業の仕方について､教師間で相談し
たり､ア ドバイスしたりすること
･算数 ･数学の間舷､展開法､学習活動
を自主編成 して授業すること
･学年間や校内において授業公開したり
授業反省会をすること
･担当学級､学年の界数 ･数学の達成度
状況を調査 し､都道府県や国の平均通
過率と比較 し､授業改善すること
･ /｣､学校教員と中学校教員が相互に詐
数 ･数学の授業を参観 したり､小学校
教員が中学校 ｢数学｣の授業したり､
中学校教員が算数の授業をしたりす
ること
4 意故調査の結果とその考察
(1) 算数 ･数学-の関心 ･意欲
教職希望学生のカテゴリ-1の ｢第数 ･数学｣
-の関心 ･意欲についての意識調査の結果を以
下述べる｡
① 数学の勉強は楽しい
教職を目指す学生自身が､｢算数･数学の勉強
が楽しい｣と感じているかどうかを調べたもの
である｡
教師が ｢算数 ･数学を学ぶことは楽しい｣と
感じていれば､子どもに算数 ･数学の楽しさを
伝えることが期待されるところである｡もし､
教師自身が ｢数学は､抽象的な数､数式､文字
式ばかりで難しくてつまらない｣｢図形も定義や
その性質を覚えなくてはいけないのでつまらな
い｣と認識しているようでは､算数 ･数学を楽
しい教科として学習指導することは期待できな
いと思われる｡
グラフ1 数学の勉強は楽しい
教職希望の学生で､｢数学の勉強が楽しい｣と
菅職しているものが､｢強くそう思う｣｢そう思
う｣合わせて60,2%であった｡一方､｢思わ
ない｣｢全く思わない｣も合わせて39,7%で
あった｡数学の勉強が楽しいと感じている学生
には､数学の楽しさを子ども達に伝えることが
できるものと期待される｡数学が嫌いだと意識
している学生が､教職を目指している学生に3
9.7%いる｡教育学部が文系の学生が多いた
めかも知れない｡こうした学生には､罪敬 ･数
学の苦手な子どもの側に立っての学習指執 ま期
待できるoLかし､算数 ･数学の本質的なおも
しろさを指導できるかどうかは危快されるとこ
L
ろであるO
② 数学は日常生活に役立つ
教職希望学生が､数学は日常生活に役に*Lつ
と意識しているかどうかを調査したものである｡
辞数 ･数学が日常生活に役に立つと認識して第
数 ･数学の学習指導をするのと､日常生活に役
に立たない無綾なものと認識して指導するので
は､井数 ･数学の学習指導の在り方が異なるも
のであるO日常生活と蔀離した教科であるとい
う意識では､算数 ･数学の学習指導では､日常
生活と関連付けた実のある算数教育は期待でき
ない｡
グラフ2 教学は日常生活に役立つ
｢強く思う｣｢そう思う｣は合わせて､71%
であった｡こうした意識の学生には､日常生活
との関連付けた算数 ･数学の学習指導を期待す
ることができる｡しかしながら､｢思わない (2
8.9%)｣の学生は､罪数 ･数学は､受験勉強
に必要な教科といった味気ない学習指噂しかで
きないのではないかと危倶されるところである｡
③ 他教科を勉強するのに数学は必要だ
昇数 ･数学は教科群にあって､基礎教科だと
言われている｡英国では､コア教科と基礎教科
で分かれていて､コア教科に数学は忍付けられ
ている2)｡数学が､国籍としてそれだけ重視さ
れているのである｡我が国では､平成14年度
から ｢総合的な学習の時間｣が完全実施され､
そこでは､クロスカリキュラムの精神から筋
数 ･数学を ｢総合的な学習の時間｣に牛かすよ
うにとの方向性が示されている｡しかし､それ
は教科の詣ではない｡算数 ･数学は､社会科や
理科等では結びつきが深く､統計的な表現 ･処
理等で他教科の学習に多いに貢献していると思
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われる｡
I/ラフ 3 他教 科を勉 強 するのに数学 は必Iig
｢他教科を勉強するのに数学は必要だ｣と意
識している学生は､r強くそう思う｣｢｢そう思うJ
合わせて77%であった｡数学が他教科の学習
に必盟であると認識している学生は､授業設計
する場合､社会科での統計処理､理科でのデー
タ処理する授業も勘案して､欝数 ･数学の授業
設計することが期待される｡井数 ･数学が他教
科を勉強するのに役に立っているという昔識の
希紳な学生 (｢思わない｣､22.8%)は､教
科を横断する学際的な学力観も乏しく､質の高
い罪数 ･数学の授業は期待できないものと考え
る｡
① 希望する職業に就くために数学でよい
成純を取る必要がある
今､職能教育が重視されてきている｡これに
関通して､数学を発揮できる職矧 こ就くために
はよい数学の成績が必要であるということに関
して青砥調査したO
グラフ4 希笥ナる職男に就くために数学でよい成
鉄を取る必要がある
I-
T'.
数学の能力を必輩とする職矧ま多岐に渡ると
思われる(′こうした職業に就くためには､数学
の成kiはミよいことは必要条件となると思われるo
しかしながら､｢強くそう思う｣rそう思う｣は
合わせて59%にとどまっているorそう思わな
い｣が40.9%であり､数学の成紙と希望す
る職業との相関関係は､調査した対象学生では
rljくないようである｡これは､算数 ･数学は､
希望する職業に役に立つという意識も低いもの
と思われる｡数学が日常生活に役に立つ (7
1%)と比べて､希望する職英の仕事内容に数
学が必要であるという認識が希市であると思わ
れる｡
⑤ 数学は得意な教科である
これからの教fiは､得意分野を持つ個惟蛙か
な教員3)が求められている｡教職希望学生が｢数
学は得意教科である｣という意識をもっている
かどうかを調べた｡
グラフ5 数学は/JPf.亡な教科である
｣
数,3･'.を得.g:教科であると応えた学生は､｢強く
そう思う｣｢そう思う｣合わせて64.9%であ
った｡数学を得意教科でないとした学/生は､｢思
わない (31.3%)｣｢全く思わない (0%)｣
であった｡数学を得意と意識している教職希望
学生には､数学を楽しく､かつ､役立つものと
して学ばせて欲しいと思う｡数学を得意とする
教職希望学生にあっては､算数 ･数学が苦手な
子どもの気持ちを勘案しないで学習指導を推し
進める教員になって欲しくはないからであるC
自分が数学が得古だと､他人にも同じことを求
めやすいものである｡しかしながら､自分が数
学を得意とすることと子ども達に算数 ･数学を
学ばせることとは同じでないことに留音する必
要がある｡
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(2) 罪数 ･数学の能力や技能の重視度
教職希望学生の ｢算数 ･数学の能力や技能の
虎視度｣について調査した｡罪数 ･数学科の学
習指導を通して､どんな算数 ･数学の学力を身
に付けさせようとしているのかが､この調査で
ある程度予測することができるものと考える｡
個々の教師の算数 ･数学の学力観が異なれば､
個々の教師の罪数 ･数学指導によって子どもが
身に付ける算数 ･数学の学力も違うものと思わ
れる｡100マス計算に生き甲斐を感じている
教師は､｢表現･処理｣に関する学力を五視して
いるのである｡見えない学力とされている ｢数
学的な見方や考え方｣重視の教員は､｢思考力｣
｢判断力｣に重点をおいた学習指導をし､｢数学
的な考え方や見方｣をより身に付けた児畠 ･生
徒を育成するものと考える｡数学嫌い5)が進ん
でいる傾向が叫ばれている中､r算数･数学-の
関心･意欲｣が重要であると考える散見は､こ
れを丑視するものと思われる｡
① 計算すること
一般に､教育は ｢読み ･苔き･計欝｣である
と言われることがある｡第数 ･数学科では､計
罪といっても､r計算の意味｣｢計弟の仕方｣r計
算技能｣と分類できるが､ここで計算として放
り上げている意味は､計罪処理能力である｡つ
まり､計算技能であるQ
グラフ6 計罫すること
｣
に主眼をおいていることが容易に分かる｡京都
大学の西村和雄氏等が｢分数のできない入学生｣
で計算力が身に付いてないと主張するなど､算
数 ･数学の学力として計算力を取り上げる機会
が多いことも､要因の一つと考えられよう｡
② 式､表､グラフ､図からその意味をよ
むこと
算数 ･数学科では､式､表､グラフ､図に表
すこと.よむことが炭要である02003年の
PISA報告6)では､日本の子ども達の読解力不
足が指摘されている｡40の参加国中14位と
読解力については､通過率が極度に低い状況に
あるb
PISAの言う ｢読解力｣とは､
自ら目標を達成し､自らの知識と可能性を
達成させ､効果的に社会に参加するために､
省かれたテキストを理解し､利用し､熟考
する能力
であるO
表現力 ･読解力というのは､国語科だけの話
ではないと思う｡許数 ･数学科でも表現力 ･読
解力は重要である｡表現力は､式､表､グラフ､
図に表すことが教科特性の表現力であり､読解
力は､式､衣､グラフ､図に表された意味をよ
むことが教科特性の読解力であると考えるO
グラフ7 式､表､グラフ､a)からその窓味をよむこと
式､表､グラフ､図からその意味をよむこと
が重要であるという意識を持っている教職希望
学生は､｢大変塵要｣｢重要｣合わせて98.7%
あり､算数 ･数学の読解力の重要度を認鼓して
教職希望学生は､計算することは､｢大変重要J いる状況にあり､好ましい傾向にあると思われ
｢重要｣合わせて94,7%であり､算数 ･数 る｡r重要でない｣という学生がいるのは班念で
学科の主要な指導内容に､計許力を付けること ある｡
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③ およその数やおよその形で考えること
変化の激しい時代にあっては､詳細な数
で処理することよりも､大局的に概数で処
理した方が適切である場合がある｡また､
概数や見iLlもりを活用すれば､大きな過ち
をしなくても済む場合があり､今の時代に
こそ､必要な能力と思われるOこれに関す
る学生の意識は次の通りである｡
グラフ8 およその数やおよその形で増えること
????????
見機もり､概算､概形処理することを ｢大変
重要｣｢重要｣と意粒している学生は合わせて8
8.3%であったO-方､誼要でないと考えて
いる学生が12%あり､見相もりの基質性は､
計算力等に比べて認織が低い状況にあるoこう
した教職希望学生が教員になった場合､きちん
とした計算処理にばかり目を奪われ易く､物事
を大局的に処理する資質 ･能力の指導に欠如す
ることが危棋される｡
④ コンピュータ･電卓を使うこと
コンピュータをツールとして弟数 ･数学教育
に活用することが大きくなってきているO計算
技能が､'i卓やパソコンを活用する時代になっ
て従前に比べて電視されなくなっている｡
図形指導でも､定規､コンパスの活用の習熟
指導が重要視されていたが､コンピュータをツ
ールとして利用されるようになり､定規､コン
パスの習熟度も従来のように重要視されなくな
ってきている｡逆に､コンピュータは､様々な
活用の仕方が工夫されてきている｡コンピュー
タ活用の重要度は､次の通りである｡
グラフLJ コンピュー タ･芯群を使うこと
605432IOF 冒元 ユー ｣t■_一:rI.Li
-工率u:■｢■
∴
大変I要45.7 Ji箪40.9 正章でない 全く主要でな12 1.2
L:違憲ユ~タl
コンビュ-夕を活用することの盟要性につい
て｢大変並要｣と意識している教職学生が45.
7%であることは､情報化社会にあっては当然
である｡｢重要でない｣｢全く重要でない｣とい
う学生も合わせて13.2%いる｡語数 ･数学
の学習指導で重要なことは､コンピュータで作
業してもよいが､実際に具体物を操作するなど
の罪敏的活動 ･数学的活動の方が望ましいと考
えているのかも知れない｡
⑤ 数むや図形の性質について根拠を示し
て､筋道を立てて説明すること
算数･数学科の教科の特性は､｢論理的な思考
力｣の育成にある｡罪教科の目標は､そのこと
を端的に示している0
第1節 芥救科の削,it
数且や剛捌こついての年数的活動をiLhして､基礎
的な知職と技能を身に付け､日常串射こついて見
通しをもち筋道を立てて考える能力を育てるとと
もに､活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付
き､進んで生新に桁かそうとする態度を育てる｡
論理的思考は､問題解決で自分の考えを見出
すときに育成されるものではない｡見出した考
えを根拠を塵に筋道を立てて説明する場面でも
育成されるものであると考える｡日本人は説明
力が無いと言われるらしい｡説明力が欠如して
いるのか､根拠を基に論理を進める力が欠如し
ているのかははっきりしない｡もしかしたら､
筋道を立てて考える力が不足しているのかも知
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れない｡教職希望学生が､｢論理｣をどの程度重
要視しているかは､次の通りであるD
グラフ10 散瓜や図形の性質について根拠を示して､
筋道を立てて貌明すること
l 二十〇を｣ も..1-
IL5 1.JこJ 'つ
.lL｣J'〔l q ll Ji
■1-I.Lr Lr｣ LL!E=:.
r L, ri
l
r
大変壬 重要 重要で 全く重要要 ない でない
論理的に説明することの塵重任を語識してい
る教職希望学生は ｢大変重要｣r重要｣合わせて
84.3%であった｡しかしながら､｢陥理的な
思考力｣は､辞数 ･数学科の特性としてどの教
科よりも特化した教科であり ｢大変盤要｣と意
識して欲しいと思うけれども､そうした学生は
28.9%にすぎず､こうした状況では､｢思考
力韮視｣の算数 ･数学教育も､単にスローガン
に終わってしまうのでないかと危倶される｡
⑥ 公式を｢覚えること｣｢つくり出すこと｣
｢活用すること｣
公理主鍬こ基づく算数･数学の学習指導では､
･ 駄数 ･数学の公式を創りだすこと
･ 公式を覚えること
･ 公式を活用すること
が盈要であるD
数薫や図形に関する様々な公式は､一方的に
教師が与え､単に覚えさせるだけでは意味がな
いO公式は､子ども自らが数理的な事象からき
まりとして見出し､公式として一般化し､これ
を活用するものとして身に付けなければならな
いと考える｡子ども自らが見出し,創り上げた
公式は､忘れにくいものであると思われる｡
算数 ･数学のこうした公式に関する教職希望
学生の意鰍 ま､次の通りである｡
グラフ11 公式を ｢覚えること｣｢つくり出すこと｣
｢活用すること｣
6054321 A- - ■tT.I
イ 一.L ->■†
価 ■
A
｣L
大変正 立要 重要で 全く王事でない
□つくる 要 ない16.846.9 34,9 1.2
臣 _L空 6 44.5 45.7 3.6TO.8 53 34.9 1,2
公式を創ることに関しては｢大変重要｣｢重資｣
が合わせて63.7%､公式を兜えることにつ
いては ｢大変重要｣｢重要｣が合わせて､50.
5%､公式の活用に関しては｢大変虫要｣｢重要｣
が合わせて73.8%であった｡公式の重要性
については､教職希望学生の営孤は予想に反し
て低いD公式を借用することの重要度の嵩弧は
比較的商いのにも拘わらず､公式は覚えること
は重要でないという学生が45.7%いる｡岸
定的に考えて､公式を活用する中で覚えればよ
いと昔紙していればよい傾向かなとも思われるo
しかしながら､公式を創ることの重要度は予想
外に低い｡公式は与えるものではなく､子ども
が創るところに算数 ･数学科の創造的な学習活
動があるところに気付いていない学生が多いt)
のと思われる｡
⑦ 数や図形に潜む不思議さを感じること
算数 ･数学科の内容は､抽象的な概念や原理
を扱い.無味乾燥な教科だという音純を持つ人
もいないわけではない｡しかし､これからの㌫〔
数 ･数学教育を担当する学生には､数や図形に
関する不思議さ等､訪数 ･数学の魅力を感じさ
せる授業を期待したいものである｡算数 ･数学
離れが進む歯止め方策として､井数 ･数学の情
意面をしっかり学力観として捉えて､指導に当
たって欲しいものである｡
教職希望学生の､こうした情意面に例する重
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要度q)意識は､次の通りであるo
グラフ13 敏や図形に軒む不恩放さを感じること
､1【
f '二14 1
一㌧t L -1-I号 TlI -∴ -
Jl 戸rll.II .t rlI
大変重 重要 S要で 全く重要要 ない でない
26,5 56.6 16.8 0
数や図形の不思議さを感じ取る授業が､算
数 ･数学の情意面の指導に結びつくものと考え
るが､
こうした認召取に立つものは､｢大変重要｣｢重要｣
合わせて82.1%であった､r範要でない｣と
いう認識に立つ学生は16.8%もあり､界数 ･
数学のおもしろさは､単なる活動のおもしろさ
ではなく､｢数や図形の不思議さ｣といった知的
な興味 ･関心であることを認織して欲しいもの
である｡
(3)算数 ･数学の学び方や教え方の重視度
算数 ･数学の学力向上は､算数 ･数学の学び
方や指導方法によるところが大きいものと思わ
れるb教科指増に関する実践的指導力といわれ
るのは､子どもに算数 ･数学の学びを如何に指
導したらよいのか､その指導の在り方の質が問
われているのである｡
¢ 習熟の程度に応じてクラス編成して授業
すること
学力低下論争が加熱したとき､文部科学省が
2002アピー ル ｢学びのすすめ｣で推奨した
のが習熟度別 ･少人数指導である｡西村和雄等
がアメリカの教育改革の成功例6)で上げている
のも､この習熟段別 ･少人数指導の学習指導形
態である｡画-的､一斉学習中心の従来のEl本
の学習システムにはなじみの滞い学習指導シス
テムであり,現職教員には､今もってなじめな
い学習指導システムであるOこれに関する教職
希繋学生の昔織は次の通りである｡
クラフ14 習熟の程度にI,こじてクラス編成して授JLB
すること
I. I1
■ 二LJ t
l 一ヽ ･.iIt 7
▲■■*こA1
･ lヽlJH
∫. Id tI
｢｢
琵 豊 Lxt2雲8F'全く重要でない
｢大変重姿｣[重要]は合わせて74.6%で
あった｡平成14年度の文部科学省の調査では､
習熟度別の少人数指導を実施している学校の割
合8)は､小学校 63.1%､中学校 64.7%であり､
平成12年､13年より実施率が伸び､いずれ
の学年においても算数､数学で実施率が高いo
学校現場のニーズが高い状況にある中で､教職
学生の習熟度別 ･少人数指導の粛要度の意識は
余り高くなく､習熟度別 ･少人数指導の機能や
教育的価値の理解が不足しているとみることが
できる｡
② 多様な考えやつまずきを生かして授業す
ること
現行の指賂要領では､教育課程審誌会の算
数･数学科の授業改善の苑本方針のアには､｢多
面的な見方｣重視の方向性が示されている｡
算数 ･教学では､ともすれば､アプローチの仕
方及び答えがただ一つであると考えられ易い｡
子どもの問題解決の過程で考える考え方は､多
様であり､一様ではないことの方が多いQまた､
つまずきや誤答も算数 ･数学では多いO問越解
決でつまずき､行き詰まったとき､どのように
支援していくかが､葬数 ･数学で求められる英
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践的指導力であると思われる｡多様な考えやつ
まずきを生かして授賞することに対する学生の
盛事度は､次のグラフの通りであるo
グラフ15 多様な考えやつまずきを生かして授菜す
ること
r大変重要｣｢重要｣合わせて98.7%であ
り､算数科で多様な見方 ･考え方を重視した指
導の大切さ及びつまずきを生かした授業が大切
である認瓢ま､非常に高いと考えられる｡好ま
しいことであると思う｡
③ 作英的･体験的な学習活動を通して授業
をすること
教育駅捉審議会 (1997)の答申で､作業
的･体験的学習重視の方向性が皆示され､それ
を受けて､算数･数学科では第数的活動 ･数学
的活動が強調されている｡
その背景は､例えば､1999年のlEAの調査
報告8)では､日本の子どもの数学-の関心･意
欲は､｢数学大好き･好き｣の占める割合が48%
で､国際平均の72%を大きく下回ったことに
なる｡数学離れの歯止めとして､芥数 ･数学を
楽しく学ばせるためのストラテジーとして散乱
や図形に関する作第的 ･体験的活動の積極的な
導入が強調された｡
雰数的活動は､今回の学習指導斐飯で初めて
登場した教育用語で､しかも､強調されている
ので､教職を希望する学生の関心は高いと思わ
れる｡学生の作業的 ･体験的な学習活動を通し
て授業をすることについての意識は､次の通り
である.
グラフ16 作文的･体験的な竿智活動を通して授業を
すること
作業的 ･体験的活動を通した授業について学
生の重要度の欝識は 〔大変重要][重要]合わせ
て96.3%と予想通り高く､好ましい状況に
あると考える｡
(b いろいろな考えを倍表したり､話し合っ
たりすること
算数 ･数学は教えやすい教科であるという認
識を持つ学生が少なくないO大抵が解脱型の授
業になりやすい｡多様な考えを発表し､練り上
げる授業の監要度の認瓢ま次の通りである｡
グラフ15 いろいろな考えを発寂したり､話し合った
りすること
?
??
?
?
人間関係の希薄な中にあって､｢コミュニケー
ションカ｣重視の方向にある｡算数 ･数学科で
も､子どもが見出した自分の考えをお互いに伝
え合い､よりよい数理的な考え方に練り上げて
いくことは､現代的な教育課題に応える指導で
ある｡こうした認甑を持つ学生は､r大変重要｣
｢鹿要｣合わせて､91 5%であった｡｢コミ
ュニケーションカ｣r学び合い｣を重視する学生
の認識度は高く､好ましいことである｡
⑤ 理解度や達成度を評価して授業すること
指導と評価の一体化が叫ばれているO学習指
導頗領が最低基準という方向性が示され､完全
習得主義教育が強調されるためである｡
授英後の感想を含めて､評価を並祝した授業
の重要度の意識は次の通りである｡
グラフ16 理解度や達成度を評価して授井すること
理解度 ･達成度を評価 しつつ授業することの
重要性は､r大変霞要｣r重要｣が90.4%で
あった.また､算数 ･数学-の関心 ･唐欲等､
情意面を評価するのに有効とする学習感想につ
いても､｢大変鼠要｣｢重要｣が87.9であっ
た｡評価を生かした授業が重要であるという認
織に立つ学生が多く､望ましい景況にあると考
える｡
(3) 算数 ･数学担当者の実践的な指導力に
ついてのキャリアアップの方策の重視
度
算数 ･数学を担当する教師の実践的指導力の
キャリアアップを如何に図るかは重要な課題で
ある｡20代､30代､40代 ･･･と教職経
験を塵ねるにしたがって､算数 ･数学の指導力
向上が図られなければならない｡そうした方策
は､現在､いろいろな方姉がとられている｡そ
のいくつかについて学生の意識を調査した｡
O fF,数 ･数学の授業について教師間で相
談する･授業公開すること
算数 ･数学は指導の系統性が強く､例え1学
年1学級であっても､当該学年の前後の教員と
相談し､授業公開することは墓要である∩これ
に関する学生の膏織は次の通りであった｡
グラフ17 算数･数学の投薬について教師別で相談す
る･授繋公開すること
70654321 - ヽ L.中 I:i.【と.Ll;
L7rL:'､ビL LIJlr
Jへ.L~ト_/r
し+､ 一●
勺ーtL'-IJL.
~LIT=LJlrノ
･ ㌦I
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大変韮要重要38.5Zl要でない 全 く正賓でな
呈笠 画 岸 0 054.2[4.8
教職を希望する学生にとって､教師間の連携
は不可欠なようであるO授業相談の重要度は､
｢大変虚空｣｢重要｣が100%であった｡算数
の授業英践について､敏也経験のない学生には､
授英美矧 こついて不安を抱えている状況を端的
に表している｡また､授業公開してリフレクシ
ョンすることについても､｢大変塵要｣｢重要｣
と考えている学生が92.7%もあり､授薬公
開することの意義をきちんと認識している学生
は多いことが判明した｡
(診 算数 ･数学の担当者が他教科の授業を
観察すること
他教科の授業から学ぶことも多いと思われる｡
他教科を見ることで罪数 ･数学の教科の特性も
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明確になるし､教科指導に共通することも明確
になることもある｡学生の他教科の授炎観察の
重要性は､下記の通りである｡
グラフ18 算数 ･数学の担当者が他教科の授業を絶類
すること
??
他教科の授業を参観することの意義を意識し
ている学生は､｢大変重要｣｢重要｣合わせて
90.3%であった｡｢重要でない｣という学生
は9.6%の学生は､｢算数･数学の授業｣に目
を奪われていると思われる｡各教科の指導の中
にあって､算数 ･数学の特性をふまえた指導の
在り方をきちんと見極めることが虚空だと思わ
れるD
③ 小 ･中学校の教員が相互に投薬参観 し､
小学校の教員が数学の授業を､中学校
数学教員が小学校で授業すること
穿数 ･数学教育の接続が円滑になっていない
という問題点が指摘されている｡これは､平成
15年度の教育課程実施状況調査でも､数の理
解が小学校では具体的な数を扱い､中学校数学
では抽象的な数を取り扱うので､そのギャップ
から子どもは数の理解が不十分であるという指
摘がある｡一般に､小学校では罪数的活動を通
して分かる授業を展開するが､中学校では､週
3時間しかないので､勢い､抽象的な数や図形
の概念､原理を教え込み､数学嫌いを助長して
いる面もないわけではない｡こうした問題点を
打開するためには､第数 ･数学の学習指導の在
り方について､小 ･中連携を図り､相互に指導
の在り方を検討する必要がある｡そこで､教職
希望草生に/｣､･中学校の教員が相互に授某参観
し､小学校の教員が数学の授業を､中学校数学
教員が小学校で授業することの壷斐度を調査し
た｡結果は下記の通りであった｡
グラフ19 小 ･中学校の教員が相互に授典参観し､小
学校の教員が数学の投薬を､中学校数学教
員が小学校で授粟すること
~ ~~r
罫数 ･数学の指導の在り方について､ノト 中
学校の連携の重要性についての学生の訟雷掛ま､
｢大変鬼婆｣｢重要｣が合わせて87.9%であ
った｡小 ･中連携が叫ばれている中にあって､
学生もその重要性を意識しているものと考えら
れる｡｢重要でない｣という学生も12%いて､
辞数教育は小学校で､数学教育は中学校が各ス
テージで貸任をもって指導すればよいと言う従
来型の意織の学生もいるようである｡開かれた
学校づくりが叫ばれているが､地域に開かれた
学校づくりも推進しなければならないが､学校
種を越えた開かれた学校づくりも推進する必要
があると考える｡
5 結 語
第救 .数学の学力低下給油が､今なお過黙化
している｡学力低下は､日本の国力低下に結び
つ(ものと危倶されてのことであるO算数 ･数
学の学力低下の原因は､学習指導要領を縮減し
たことで論放されることが多いが､軌こ､カリ
キュラムの低下だけが要因ではないと思われるE.
子どもの家庭学習が減少したからである言う指
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楠もある｡詐散 ･数学の学力は､顎救 ･数乍を
描;.niする教Flの指導力によるとも考えられる〔
指導力のある畏敬 ･数学の教員に措き指されれば
了･ども達の詐欺 ･数学の学力も｢;･J上すると.rL望､わ
れる｡
今現-(-F_､教員の指導力を過去と現fEを比べる
方法托ないOしかしながら､これからの沸教 ･
牧学をf_ri当する教員は､どんな粒質 ･能力が必
要であり､その正要件をどの程度認識している
かがこの調査で分かった｡
参考文献
i)イiLJ'停 学:｢r7:力を問い直す｣一学びのカリ
キュラムー岩波ブックレットNO,548.
2)佐田浩二｢イギリスの教育改7仁と日本｣
The reform of the educationa一
system of the U.K,as compared
with Japan.古文研 1.2004.
3)文部科学省:r教育職員衣成審紙会答申､第
3次答申､1999.
4)岡部恒治､戸瀬信之､西村和雄 :｢分数ので
きない大学生｣､虎洋経済新聞社､1999,
5)アノリカ教育省他､西村和雄､戸漸信之編
訳､｢アメ リカの教育改革,Educational
Reform in the Unlted States｣､京都大
学学術出版会､2004.
6)文部科学省報道 :｢平成14年度公立ノト 中
学校における教育課程の編成状況等の胡査結
鵜について｣､2003.2月3日.
7)掴立教市政策研究所教育淑程研究センタ
.ーltP'城 15年度小 ･中学校教育課程実施状
況調査の結果公表について､2005.
